
コージェネ導入事例

食
品
廃
棄
物
の
削
減
と

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

　

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
事
業
拡

大
に
伴
い
食
品
残
さ
の
処
理
費
用
増
加
と
、

産
業
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
先
枯
渇
と
い
う
課

題
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て

建
設
さ
れ
た
の
が
天
保
山
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

設
備
で
あ
る
。
食
品
残
さ
を
利
用
し
た
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
を
行
う
こ
と
で
、
産
廃
処
理
費

用
を
抑
制
し
つ
つ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売
電
に
よ
る
収

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
経
済
性
を
実

現
し
て
い
る
。
食
品
残
さ
由
来
の
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
で
課
題
と
な
る
の
が
、
安
定
し
た
品

質
の
燃
料
を
継
続
的
に
供
給
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
本
施
設
で
は
運
転
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
な
ど
に
よ
り
安
定
稼
働
を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー
で
働
く
従
業
員

の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
食
品
残
さ
を
収

集
す
る
仕
組
み
に
も
配
慮
し
た
。

　

本
施
設
は
廃
棄
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
お
り
、
企
業
価
値
向
上
に
も
貢

献
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

ガ
ス
生
成

―
発
電
の
プ
ロ
セ
ス

　

発
電
ま
で
の
フ
ロ
ー
を
以
下
に
記
載
す
る
。

❶
原
料
投
入

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
皮
と

い
っ
た
食
品
を
加
工
す
る
過
程
で
排
出
さ
れ

る
食
品
残
さ
を
粉
砕
機
に
よ
り
細
か
く
粉
砕

し
、
地
下
に
設
置
さ
れ
た
受
入
槽
（
80
ｔ
）

に
投
入
す
る
。
残
さ
は
後
工
程
で
発
酵
し
や

す
い
水
分
値
に
な
る
よ
う
加
水
を
行
う
が
、

一
部
に
洗
米
水
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
節

水
し
て
い
る
。
食
品
残
さ
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ

ス
発
酵
で
は
、
油
分
や
塩
分
の
投
入
量
が
発

酵
状
態
に
影
響
す
る
た
め
、
安
定
的
な
バ
イ

オ
ガ
ス
の
生
成
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ
る
が
、

本
施
設
で
は
油
分
や
塩
分
の
少
な
い
残
さ
を

原
料
の
中
心
と
す
る
こ
と
で
安
定
的
な
バ
イ

オ
ガ
ス
生
成
を
実
現
し
て
い
る
。

❷
バ
イ
オ
ガ
ス
発
酵
槽

　

原
料
は
容
量
約
１
２
０
０
㎥
の
発
酵
槽
に

投
入
さ
れ
、
約
35
日
の
発
酵
期
間
を
経
て
バ

イ
オ
ガ
ス
を
生
成
す
る
。
発
酵
槽
は
２
基
備

え
て
お
り
、
一
日
約
20
ｔ
の
原
料
投
入
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
発
酵
槽
内
の
水
分
量
は

含
水
率
約
94
％
に
維
持
さ
れ
、
温
度
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
排
熱
を
利
用
し
常
に
37
℃
で
制
御
さ

れ
て
い
る
。
嫌
気
性
発
酵
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
15
分
の
攪
拌
を
一
日
あ
た
り
４
回
程
度

と
攪
拌
動
力
も
少
な
い
。

❸
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
機

　

バ
イ
オ
ガ
ス
は
メ
タ
ン
約
60
％
、
二
酸

化
炭
素
約
40
％
と
い
う
割
合
で
生
成
さ
れ
、

５
０
０
㎥
の
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
貯
蔵
さ
れ
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
は
乾
式
脱
硫
装
置
で
硫
化
水
素

濃
度
10
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
な
る
ま
で
脱
硫
さ
れ
、

気
液
分
離
装
置
で
水
分
が
除
去
さ
れ
た
状
態

で
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
供
給
さ
れ
る
。
こ
こ
で

発
電
さ
れ
た
電
力
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
電
力
と
い
え
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
売
電
は
３
９

円
／
kW
ｈ
の
20
年
と
い
う
恵
ま
れ
た
単
価
設

定
で
経
済
性
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

❹
消
化
液
処
理
設
備

　

発
酵
を
終
え
た
原
料
は
消
化
液
と
し
て
処

■ エネルギーフロー図
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脱硫塔

温水

理
設
備
に
送
ら
れ
、
基
準
内
と
な
る
よ
う
浄

化
さ
れ
た
上
で
下
水
道
放
流
し
て
い
る
。
余

剰
汚
泥
は
脱
水
汚
泥
と
し
て
廃
棄
物
処
理
さ

れ
る
が
、
そ
の
排
出
量
は
原
料
の
10
％
程
度

と
、
90
％
の
廃
棄
物
削
減
が
実
現
し
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
天
保
山
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
設
備
は
、
環
境
へ
の
配
慮
と
技

術
の
進
化
が
融
合
し
た
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
で
あ
る
。

　

廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
取
り
組

み
は
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に

向
け
た
一
歩
と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
関
心

を
集
め
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
が
地
域
社

会
や
他
の
企
業
に
水
平
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
や
ま
な
い
。

ガスエンジン・コージェネ（25kW×4台）
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　食品スーパー大手のライフコーポレーションは、大阪
市港区にある「天保山プロセスセンター」と大阪市住之
江区にある「南港プロセスセンター」からの食品廃棄物

コージェネ導入のポイント
食品廃棄物の削減
再生可能エネルギーでの発電による 
CO₂排出量削減
安定稼働のための運転マニュアル整備

1
2

3

SDGs

によってバイオガス発電を行っている。日量12ｔ、年間
4,380ｔに及ぶ食品残さからバイオガスを生成し、それを
燃料として発電出力25kWのガスエンジン4台で発電を
行う。年間発電量は一般家庭約160世帯分に相当する約
70万kWhである。
　廃棄物をエネルギーに変えるこの取り組みは、「サステ
ナアワード2022 伝えたい日本の“サステナブル”」（農林
水産省、消費者庁、環境省の連携プロジェクト）で「脱炭
素賞」を受賞しており、企業におけるサーキュラーエコノ
ミーの啓発につながるとして注目されている。

バイオガス発電による
サーキュラーエコノミー（循環型経済）への挑戦

ライフ天保山
バイオガス発電設備

■ 施設概要
所 在 地 大阪府大阪市港区福崎2丁目3−48

建 物 規 模 地上2階

敷 地 面 積 1,390㎡（プラントエリア）

建 築 面 積 機械室：171㎡
消化液処理棟：180㎡

開 業 年 月 2022年2月

プ ラ ン ト
規 模

バイオガス発酵槽：約1,200m3×2基（35日発酵）
消化液処理能力：50m3／日

L I F E  Te n p o u z a n  B i o g a s  P o w e r  G e n e r a t i o n  F a c i l i t y
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■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 BP25D2-TFJG（バイオガス用）

燃 料 種 別 食品残さ由来のバイオガス

定 格 出 力 25kW

台 数 4台

温水取出温度 75℃

効 率 総合：84.0％／発電：32.0％／排熱回収：52.0％

そ の 他 メタンガス濃度の使用範囲（47～75%）

コージェネ
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